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目的 浸潤型基底細胞癌における臨床的に検出できない組織学的浸潤の大きさを、結

節型と比較検討する 
研究デザイン 症例対照研究 
セッティング 米国の 1 大学病院 
対象者 浸潤型基底細胞癌 139 例（初発 95 例、再発 44 例）と結節型基底細胞癌 139

例（初発 95 例、再発 44 例） 
対象者情報（国籍） 1.日本人 2.日本人以外 3.国籍区別せず （ 3 ） 
対象者情報（性別） 1.男性 2.女性 3.男女区別せず （ 3 ） 

対象者情報（年齢） 

1.乳幼児 2.小児 3.青年 4.中高年 5.老人 6.乳幼児・小児 
7.乳幼児・小児・青年 8.乳幼児・小児・青年・中高年 
9.乳幼児・小児・青年・中高年・老人 10.小児・青年 
11.小児・青年・中高年 12.小児・青年・中高年・老人  
13.青年・中高年 14.青年・中高年・老人 15.中高年・老人  
16.乳幼児・青年 17.乳幼児・中高年 18.乳幼児・老人 
19.小児・中高年 20.小児・老人 21.青年・老人  
22.年齢区別せず （ 22 ） 

介入（要因曝露） 浸潤型基底細胞癌 139 例と、対照として部位、大きさ、再発回数、年齢、性、

前治療をマッチさせた結節型基底細胞癌 139 例をコンピュータで選別 
ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ（ｱｳﾄｶﾑ） エンドポイント 区分 

1 完全切除までの Mohs 法のステージ数 1.主要 2.副次 3.その他（ 1 ）

2 完全切除に必要な広さ 1.主要 2.副次 3.その他（ 1 ）

3 完全切除に必要な深さ 1.主要 2.副次 3.その他（ 1 ）

4  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

主な結果 

初発、再発に関わらず Mohs 法における完全切除に要したステージ数

（p=0.0013）、欠損の広さ（p=0.0005）、深さ（p=0.0005）のいずれも浸潤型

基底細胞癌の方が結節型より大きかった。 

結論 

浸潤型基底細胞癌は結節型に比べて、側方と深部方向のいずれにおいても

subclinical extension が大きい。臨床医は浸潤型基底細胞癌を取り扱う際には

その点に留意する必要がある。 
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エビデンスのレベル分類（IV） 
著者らは今回は浸潤型（infiltrative type）をハイリスクの組織型として取り上

げているが、別紙に同様の解析手法で微小結節型（micronodular type）と結

節型の症例対照研究も報告している。基底細胞癌においては側方の subclinical 
extension について検討した研究は多いが、深部方向についての報告は少ない。

今回の結果からは、Mohs surgery の完全切除に要した欠損が皮下脂肪織内で

留まったのは結節型で 78％、浸潤型では 51％であり、基底細胞癌における切

除深度の設定に関して一定の示唆は与えている。 
 




